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a の夜空のように、立川^)キラ星;？スラリ勢®い、云 
わすとしれ teS スコンテス!^で35.0家す 。 いすれ薦鵁か 
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座別 C 並んだ mil ベスト42^出塘者全貝をこ M あれ！ 
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ニーズに含わせて、 
幅広いサービスに 
つとめていIす • 



thesis 


本虞 Ti » 立—》 

〇 1042 5) 26-1111 {代） 


W 升^* 

?月&日ゎ 
起助薄日 

1。昧料 

16，)，时味ね, 

嫩: fcul 轉么 Rft 




新令薄 e 



洋服の 

才法盔\« 

ン 


常£月は 

で： t の植任ヒ酌畐リ会長 
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长ものです • 今^^^^ぶ多 
し^も 深# ぃ致 します/ 
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立川 豐^^^^ 

立川の. S は、 どことなく 華やかさがただよつています。 
夏休みの開放感もあるでしようが、多くのお客さまをお 
迎えした ことに もよるのでしよう。はるばる、海外から 
のお客さま。そして、錦町公民館の開館•初笑い〃にと 
はせ参じてドさった落語の扇欏師匠。千客万来でした。 


▼世界からやつてきま 
した笑顔の 野球 少年 

7 H 25 日 
までに出揃 
つた中華台 
北、フイリ 
ビン、韓国、 
ペル—,中 
国•アメリ 
力、パ T ラ 
ガイの野球 

少年たち。立川でも「立川ル—デ 
ンス球場」などで熱戦がく9ひろ 
げられた" 

これは7月28日、29日の第*一回 
少 t - 畎式野球恨 f-Kf ?インに • 
くりひろげられたもので「社団法 
人•少年钦式野球国際交流锚会」の 
主催によるもの。 

試合結果は中華台北が宿敵の中 
围を 9 纣 3 で敗つて#勝。日本チ 
丨ムは 3 位であった。 
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泚界から集まった妤球少年は、 
各少年野球チ—ムの家庭にホーム 
スティし，野球を通して Is 際交流 
をふかめ、 8 月 9 日、全チ—ムが 
»国の途についた。 

•師匠って靑梅の在の 
ご出身なんですって 

先 crlo 日に才—ブンした錦公民 
館で、落語の人船年^味師匠が - 1 ぇ 
ぇ、お笑いを一$ 1 —— / 7 HS 日 
の午後、新公民館講堂には，なご 
やかな笑いがぁふれた。 

落語に先だって、こぅいぅ会に 
は珍らしい 
•講話•が 
師匠から。 
笑いの中に 
條类の厳し 
，さ•人牛の 
|ベ ー ソスを 
感じさせ聘 
衆をうつと 


りとさせた|場も◊師匠は宵梅の 
在のご出身、幼ない頃は「立川 j 
ときけば、華やかな大都会、ユメ 
のようなミヤコだったとも。 

• II ツボン•ィ nl ル•タチ 
カワというこの親密さ 

立川市と 
姉妹都市に 
あたるサン • 

パーナーデ 
ィノ市から 
今年も4人 
の高校生が 
やってきた。 

全员女生徒 

ということもあって、彼女たちの 
ゆくところ，にぎやかな Ifwsl に 
滿ちていたようだ。 

今=:の「街角の曈」に3場して 
頂いた〃結婚式，のもようは，ほ 
んの一部。他にいろいろな行#-^ 
A して♦ビ—ブル•トウ•ビ I ブ 
ル#で親陸を深め•彼女たちにと 
つて" * 川の心♦はそのまま日本 
のそれと受けとられたよう。 



山内美鄉 

立川の花:,コスモス 

その*は箐い戛でした•絵描き 
になりたくて芸大を志し、すでに 
一浪めに入っていた私には•その 
夏はさらに醤苦しく！®じられまし 
た❶ 

九月に入つても»さは少しもお 
さまらず，勉強がは 
かどらないのを»さ 
のせいにして*每 U 
ぅつろな B で窓の外 
を眺めていまし；^ 

そんな私の$ 1 持ち 
を察してか•信州の 
山に住む叔父が二 r 
三日遊びに米ないか 
と！ s つてくれました•■私は思い切 
って勉強をはなれ•叔父の家へ行 
つてみることにしました•ぅまい 
H - 合に時凹のとれた従兄弟も n ' く 
ことになりました*彼は二泊の枨 
にしては多 iA 5 る釣りの道 H - をか 
ついでいました • 

さすがに佶州の山の秋は竿く • 
すでにしつレリとした秋の^氕が 





山全体を包んでいました" 

SBa 朝から従兄弟にせきたて 
られて湖に釣りにでかけました 0 
李節はずれの湖には人彭もなく、 
ただ湖面が音もなくきらきら光っ 
ていました•従兄弟は飽きもせず 
に釣糸を M れていましたが•お大 
紙がょすぎるとかで•濩物らしい 
ものは上がらない様子でした。釣 
りの餌と冷たい飲物 
などを充っている小 
唾の裏手に•色とり 
ど 9 のコスモスの花 
が一面に 2 <きみだれ 
ていました*何気な 
く咲き、何気なく 81 
にゆれていました" 
受験勉強のために n 
X モスを芩生したことが何网かあ 
リました*私が描いたコスモスの 
花は•いったい何だったのだろぅ 
とそのとき思ったのです。こんな 
に关しい花を夹しいとも思わずに 
描いていた本当の自分の姿に初め 
て氕付いたのです。 

この年を最後に、私は絵描きに 
なることをあさらめました。 


9*立川クィズ9. 表紙は語る 


真如苑だより えくてびあん豆辞典 


残.*きびしい昨今ですが， 
お元氕のことと存じます•炎 
天の下•それでも頬にふれる 
風にふと.秋を S じる時があ 
ります =* 如苑の境内にも涼 
やかな81が通りぬけてまいり 
ます•おでかけドさい。 

■ H 時83：は29日 W 
9 H は 21 Hlt ) 

いす n も、 r 後2時から4時。 
■御木稼•炱如宝物館のご案 
内をは t めとして1¢_など盛 
リだくさんの明意がしてこざ 
います" 

■^.川市民《成人)に®らせ 
て»きます* 

■お申し込 A 
は「之くてび 

あんコンパニ 

オン(本誌を 
手浊してくれ一 
た人》へ。 
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地球 h には、大昔から色々な生 
命か生 i れそして絶えて Mtm した。 
時には人餌ょりも強い；®物が地球 
上を括歩していました*と1 S うょ 
り’生き物の歴史の中で•人間ヰ 
が S 場するのは，地球上の生命の 
歴史からみればかなり S く、少し 
おおげさに S えば' ほんの昨 HA 
たいなものです。 

はちゅう镩や®酞がこの世を* 
歌していた頃、人類はまだ登場し 
ていないのです。，最強の勅物♦人 
間はずつと*後#*だということ。 

しかしいつの時代でも共通して 
苔えることは，「1つの生物に、| 
つの生免」ということです。弱い 
生物も•強い生物も同じように大 
切なものは，自分にしかない|つ 
の生僉です。 




名人」の似顔絵です。ジャィアン 
ツの1:監督もおられるよぅだし、 
将棋の大山名人に似た人もいるよ 
ぅですね。中には立川市長もニラ 
ミをきかせてい ますよ。 

今月は全部の人の氏名をあてて 
もらいます。ハガキに「正解」を 
番 VJ - 敗に#いて▼えくてびあん編 
巣 T 房，まで送つて下さい •!£ 解 
*- の中から抽籤で10名様に索適な 
品(粗品ではありませんぞ> を差 
し上げます。 〆 切は9月20日々 

▼8 月号の答 

②国立音來大学のみ立川市柏町 
にあ9、立川短期大肀は立川の衣 
をきていますが*中身は Bflft - Ct 。 

人と；8物は長い時の淹れの中で 
時に敵になり時に友逢となつてき 
ました。牛、馬•咏•山羊などの 
家去がどんなに人間の役に立つて 
きたかを考えると、それら家畜に 
対してどんなに感謝してもしすぎ 
ることはありません。犬や描がど 
んなに人間を K めてくれたかを考 
えると•心から頭が下ります。 

『我々は一つの地球卜•に住む運命 
共同体である。共存なくして人類 
の存在はない。共栄なくして人類 
の^ f はない•」これは、8月6日 
の広»乎和宜言の_節です。私途 
は，地球上に住むすべての生物の 
命を緣 * し，人類のことばかり考 
えていてはいけません ♦ 

今や強い人類が、弱い動物のこ 
とを思いやることが大切です。動 
物爱9«間は、毎年9月20卩から 
9 CC26 日までの7日問•政府によ 
つて定められた週間です。人間ば 
かりでなく失なわれた觔物の命に 
心を向けられるように秋のお彼岸 
の中日になるようにと"この週が 
玟定されました- 


清さんには r 右 
ころの顔— STA 33 
STORES lOOOj 

の々タログ1があ 
る。千人とは描きに描いたもんです 
ね。「師匠がいるわけじやないし、 
0 分で少しずつ I 夫をこらしてヶ g 
発，してきた作品ばかりです。は 
じめは、ただ石ころを抬つてきて 
描いていたのですが•そのぅちに 
どこの石がいいか， f いはどぅ 
か' 擎ののり具合いなんかもわか 
つてきた。それに石の輪郭を利用 
して•その人の特微をとらえるこ 
とを觉えてき 
たんですね」 
そして*ご自 
分の似顯絵は 
右のごとしで 
あります- 


して •その人の特微 


IH 房から 


_俗に*夏枯れ♦なんて云います 
が、 It 川の夏はそれどころか • I 
年中で一番にぎやかなのとちがい 
ますか••♦お* 9* ということ 
も手伝つているでしようが、立川 
の*はお客さまが多いんですね。 
シヤッチョコバッておもてなしを 
しなくてもいいのですがねえ ■ 立 
川市の評価というのは、こういうお 
客さまによつて睹られてゆくので 
はないでしようか-*肝心 U ホスビ 
タリティであります。#アメリ々 
からの交換留14人と|日に4 
回も"祝 llr をあげてしまつた佐 
覷稚人クン、おつかれさまでした。 
ラィオンズクラブの皆さん、•ご親 
戚ぶ 9* が堂にいってました。籲コ 
スモスや璀に秋風えくてびあん 

<■*)11 木管«]*<|義子五1えリ«说孑 
加 mug 孑褙 1 LIII 子 lamII 田中 Blf 
1 ? 興)天 I 5 K * 宙田スタ ジ 綍 26 9 
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•卜 そこのお嬢さん、そんなに羡 
1クしそぅな顔しなさんな、ああ、 
>/ああ " m ダレまで たらつしやつ 
4 て。これ、アソビなんです、ア 
^ ソビ。交換留学生で、四人のア 
^ メリヵ女子*生が, Jt 川へ。で、 
弋 ライオンズクラブが粋なはから 
1 い、 lr い眼の彼女たちに純和風 
シ の結婚式を体験させてあげたい 
ィ との親ゴコロコしかし、なんで 
i すなぁ、花嫁梅寮の精れ姿 、I 
卜 生の記戈もんですわ。ご K なさ 
リ い、撫子ふぅに耳つてるでしょ。 
卜でも、三三九度の歪をグッと呑 
r > み千すと「これ、デリ—シャス 
5- f のことよ」ときたもんねえ、や 
ブつばしアチラの方ですなあ。 


















